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《研究主題》


自分も他者も大切にし、自信をもって挑戦する子どもの育成


～　全教科等におけるキャリア教育の実践を通して　～





異学年交流


・たてわり班遊び


・パートナーとの活動


（にじいろタイム・交流給食・本の読み聞かせ）


・学習の交流


　　縦のつながり








　地域との連携


・お世話になった地域の方との継続したつながり


「つながろう」ワッペン


・外部人材（地域・企業・大学など）との連携


縦・横のつながり








児童の実態　


数年前から「自分に自信がない」「発言が少なく声が小さい」「他者への関心が薄い」といった傾向が見られ、高学年では、将来に対して夢や希望をもてない、自分のよさが分からないという傾向が見られた。





新学習指導要領改訂のポイント


　急激な社会変化の中でも、どのような未来を創り、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかを考え、主体的に学び続けて多様な他者と協働し、新たな価値を生み出す力を育成することが重要である。








自分のよさに気づく力





低学年


自分のよいところや得意なことが分かる


中学年


自分のよさに気付くことができる


高学年


自分のよさに気付き、そのよさを生かそうとすることができる


けやき


自分のよさを知ることができる








思いを受け止める力





低学年


相手の話を最後まで聴くことができる


中学年


相手を見て最後まで話を聴くことができる


高学年


肯定的な反応を返しながら話を聴くことができる


けやき


相手の話を聴くことができる








チャレンジする力





低学年


どんなことでもやり遂げようとすることができる


中学年


どんなことでも自分から取り組むことができる


高学年


自分を高めるためにめあてをもって取り組むことができる


けやき


自分からやってみようとすることができる








思いを伝える力





低学年


自分の思いを言葉で伝えようとすることができる


中学年


相手を見て場面に合った声の大きさで話すことができる


高学年


自分の思いを相手に受けとめてもらおうと工夫することができる


けやき


自分の思いや考えを言葉で伝えようとすることができる











教育目標





すすんで学び、よく考える子


思いやりがあり、しなやかな心をもつ子


心も体も健康で、たくましい子


なかよく、ともに生きる子





児童に身につけさせたい力





環境の整備


・年間指導計画


・各学年のめあて


・掲示物


・ICTの活用





学級経営（集団作り・


遊び）の充実


・遊び道具の充実


・遊び、振り返りの紹介


・エンカウンター活動の紹介


横のつながり





主題にせまる為の取組





本校の標準装備





アクティブ・ラーニング


（主体的・対話的で深い学び）





かかわり合い





教師の待つ姿勢


[失敗体験]
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